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　近年，心房細動（AF）に対するカテーテルアブレーショ
ン治療は，エネルギー源やアプローチの進歩により著し
く進化している．その中でも，2024 年 11 月に日本でも
上市されたパルスフィールドアブレーション（PFA）は，
従来の高周波（RF）アブレーションやクライオアブレー
ションとは本質的に異なる作用機序を有し，AF 治療に
おいてパラダイムシフトをもたらす革新的な技術として
注目を集めている．
　PFAは，極めて短時間の高電圧パルスを用いて心筋細
胞膜に不可逆的な電気穿孔（irreversible electroporation）
を生じさせ，選択的に心筋細胞を壊死させる非熱性エネ
ルギー源である．これにより，周囲の食道，横隔神経と
いった周辺組織に障害をを与えることが極めて少なく，
迅速かつ安全に肺静脈隔離（PVI）を達成することが可能
となる．従来法で問題となっていた食道損傷や肺静脈狭
窄，横隔神経麻痺といった合併症のリスクは大幅に低減
され，周術期の安全性が飛躍的に向上している．
　さらに，PFAはその迅速なエネルギー供給により，ア
ブレーションの所要時間を劇的に短縮する．世界で最も
普及しているPFAのシステムである FarapulseTM シス
テムでは，私の自験例においても 1肺静脈あたりのアブ
レーション時間が 2-3 分程度であり，全体の手技時間も
60 分以内で完了する症例が多い．これは，オペレーター
依存性の低下と再現性の向上にもつながり，施設間や術
者間の技術格差を縮小させる可能性がある．

「革命的テクノロジー？！
パルスフィールドアブレー
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＠Heart Rhythm 2025
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　加えて，海外での臨床試験の結果では持続性AF
など，より進行した病態に対しても，後壁や左心房
内の非肺静脈領域への応用が進められており，単な
るPVI にとどまらない拡張性も評価されている．現
時点では，ADVENT試験や inspIRE 試験，EU-PFA
レジストリーなどにおいて，PFAは従来法と比較し
て同等以上の治療成績と高い安全性を示しており，
今後の第一選択治療としての地位確立が期待されて
いる．
　このように，PFAは心房細動アブレーションにお
いて，手技時間の短縮，安全性の向上，合併症の低
減といった複数の面で従来技術に対する明確な優位
性を示しており，近未来における標準治療のあり方
を根本から変える可能性を有している．
　今回は，世界で最大規模の不整脈の専門学会であ
るHeart Rhythm 2025（米国不整脈学会 2025）の会
場において行われたPFAのライブデモンストレー

ションの会場において，座談会を企画した．最新の
情報を交えて，本音のディスカッションを行いまし
た！！ぜひ楽しくお読みください．
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